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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
吸気口と、
前記吸気口より空気を吸気して送給する送風部と、
前記送風部で送給された空気を加温するヒータと、
前記送風部で送給された空気を霧化する霧化部と、
前記ヒータで加温された温風を吹き出す温風吹き出し口と、
前記霧化部で霧化された空気を吹き出す霧化空気吹き出し口と、
前記ヒータより前記温風吹き出し口に連通する温風風路と、
前記ヒータで加温された温風の一部を加湿する加湿部と、
前記温風風路より分岐して前記加湿部を通過して前記温風吹き出し口に連通するように設
けた加湿風路と、
前記送風部の下流で分岐して前記霧化部を通過して前記霧化空気吹き出し口に連通する霧
化風路と、
前記温風風路と前記加湿風路への送風を切換えるダンパーと、
前記霧化空気吹き出し口を開閉する霧化空気切換手段と、
前記霧化風路と前記加湿風路の上流側の風路とを連通するバイパス風路と、を含み、
前記霧化風路は前記霧化空気吹き出し口の近傍で、送風面積が狭くなる構成とすることに
より、霧化空気の流速を上昇させることを特徴とする温風暖房機。
【請求項２】
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前記温風暖房機は、前記ダンパーの切換えにより前記加湿風路に温風を供給して加湿され
た温風を生成する加湿暖房機能を有し、
前記霧化空気切換手段は、前記加湿暖房機能の運転開始時と運転終了時との少なくともい
ずれかにおいて所定の時間、前記霧化空気吹き出し口を閉鎖するようにした請求項１記載
の温風暖房機。
【請求項３】
前記霧化空気切換手段が前記バイパス風路と前記霧化風路と連通させ、前記霧化空気吹き
出し口を閉鎖すると、前記ヒータは加熱を行わないようにする請求項１または２記載の温
風暖房機。
【請求項４】
前記霧化空気切換手段によって前記霧化空気吹き出し口を閉鎖した時は、
前記送風部による送風量を温風暖房時の送風量よりも小さい送風量にて送風する請求項３
記載の温風暖房機。
 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、筺体の外部から外気を吸引して調温空気として他方に送風する電気暖房機に
関し、特に、吸引した外気を調温および霧化する電気暖房機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　室内を暖房するとともに、加湿機能を備える暖房機が知られている（例えば特許文献１
）。
【０００３】
　上記特許文献１に開示された暖房機は発熱体と加湿装置を本体に備え、温度センサおよ
び湿度センサにより室内の使用者付近の室温、湿度を検出して発熱体および加湿装置を駆
動させる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００９－１８０４３４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、前記従来の構成は加湿装置に備えた加湿フィルタの寿命を延ばして快適
に使用できる期間を長くすることを目的としてはいるが、給水タンクの水を加湿フィルタ
の上部から自由落下させることで加湿フィルタを洗浄して不純物を洗い流す構成であって
、加湿フィルタの洗浄を水の自由落下のみで行うもので、加湿フィルタに繁殖する菌を十
分に除菌したり、繁殖する菌を抑制したりすることも必要とされるので、さらなる改善の
余地があった。
【０００６】
　本発明は、前述した課題を解決するためになされたものであり、その目的は、暖房温度
を所望温度に調温できるとともに加湿のための加湿フィルタを清潔に保ち、耐久性を向上
させ、清浄な加湿空気を室内に吹き出すことができる電気暖房機を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　吸気口と、前記吸気口から吸気された空気を加温するヒータと、前記ヒータを有し温風
を吹き出す温風吹き出し口に連通する温風風路と、前記ヒータで加温された温風の一部を
加湿する加湿部と、前記加湿部を有して前記温風風路を分岐して温風吹き出し口に連通す
るように設けた加湿風路と、前記吸気口から吸気された空気の一部を霧化する霧化部を有
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し霧化空気吹き出し口と連通する霧化風路と、前記霧化空気吹き出し口を開閉する霧化空
気切換手段と、前記霧化空気切換手段の上流側の霧化風路と前記加湿風路の加湿部の上流
側の温風風路とをバイパスするバイパス風路を設けたもので、この構成によって、霧化空
気切換手段を閉とすると、霧化風路と加湿風路とをバイパス風路が連通し、霧化空気が加
湿部に流入する。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の電気暖房機は、筐体内部にてバイパス風路が霧化風路と加湿風路を連通して、
霧化空気が加湿部に流入するので温風機本体内部の特に加湿部にて除菌作用を奏するので
、加湿温風機能を衛生的に長期間使用できる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明に係る第１実施形態の電気暖房機の正面図
【図２】図１に示した電気暖房機の背面図
【図３】図１に示した電気暖房機の左側面図
【図４】図１に示した電気暖房機の右側面図
【図５】図１に示した電気暖房機の平面図
【図６】図１に示した電気暖房機のＡ－Ａ線断面図
【図７】図１に示した電気暖房機のＢ－Ｂ線断面図
【図８】図７に示した電気暖房機のバイパス風路のＣ－Ｃ断面図（ａ）霧化空気切換手段
による第２送風口「開」状態を示す図（ｂ）同霧化空気切換手段による第２送風口「閉」
状態を示す図
【図９】本実施の形態における運転停止時に静電霧化風路切換を行う際の制御フローを示
す図
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　第１の発明は、吸気口と、前記吸気口より空気を吸気して送給する送風部と、前記送風
部で送給された空気を加温するヒータと、前記送風部で送給された空気を霧化する霧化部
と、前記ヒータで加温された温風を吹き出す温風吹き出し口と、前記霧化部で霧化された
空気を吹き出す霧化空気吹き出し口と、前記ヒータより前記温風吹き出し口に連通する温
風風路と、前記ヒータで加温された温風の一部を加湿する加湿部と、前記温風風路より分
岐して前記加湿部を通過して前記温風吹き出し口に連通するように設けた加湿風路と、前
記送風部の下流で分岐して前記霧化部を通過して前記霧化空気吹き出し口に連通する霧化
風路と、前記温風風路と前記加湿風路への送風を切換えるダンパーと、前記霧化空気吹き
出し口を開閉する霧化空気切換手段と、前記霧化風路と前記加湿風路の上流側の風路とを
連通するバイパス風路と、を含み、前記霧化風路は前記霧化空気吹き出し口の近傍で、送
風面積が狭くなる構成とすることにより、霧化空気の流速を上昇させることを特徴とする
温風暖房機である。
【００１１】
　この構成によって、霧化空気切換手段を「閉」とすると、加湿風路にバイパスする風路
が連通し、霧化空気が加湿部に流入する。
【００１２】
　そして、霧化空気が温風機本体内部の特に加湿部および加湿風路に流入することで加湿
風路内、及び加湿フィルタの除菌を行うので、加湿部を衛生的に長期間使用できる。
　また、霧化空気吹き出し口から吹き出された霧化空気と、温風吹き出し口から吹き出さ
れた調温空気とは、温風暖房機の前方の予め設定された位置で合流させることができる。
【００１３】
　第２の発明は、第１の発明において、前記温風暖房機は、加湿暖房機能を有し、前記霧
化空気切換手段は、前記加湿暖房機能の運転開始時と運転終了時との少なくともいずれか
において所定の時間、霧化空気吹き出し口を閉鎖するようにしたものである。
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【００１４】
　この構成によって、加湿部を用いて加湿運転を行う前または後の少なくともいずれかの
タイミングで、加湿部に霧化空気を流入させ、加湿風路と加湿部の除菌を行うので、加湿
運転使用時に清潔な加湿温風暖房ができる。
【００１５】
　第３の発明は、第１または第２の発明において、前記霧化空気切換手段が前記バイパス
風路と霧化風路と連通させ、前記霧化空気吹き出し口を閉鎖すると、前記ヒータは加熱を
行わないようにするものである。
【００１６】
　この構成によって、ヒータの加熱を行わずにバイパス風路に霧化空気を通すので、本体
内部に設けられたバイパス通路がヒータの熱の影響をうけないようにすることができる。
加湿風路に流入した霧化空気は熱による水蒸気破壊がないので霧化空気が十分に加湿部へ
届けられて、除菌機能を発揮できる。
【００１７】
　第４の発明は、第３の発明において、前記吸気口から外部の空気を吸入する送風部を備
え、前記霧化空気切換手段によって前記霧化空気吹き出し口を閉鎖した時は、前記送風部
による送風量を温風暖房時の送風量よりも小さい送風量にて送風するものである。
【００１８】
　この構成によって、霧化空気を送風する際に、ヒータを停止しているため、温風吹き出
し口より冷風が吹き出すと、使用者に不快であるため、送風量を少なくして冷風感を生じ
させないようにすることができる。
【００１９】
　以下、本発明の複数の実施形態に係る電気暖房機について、図面を参照して説明する。
【００２０】
　（実施の形態１）
　本発明の第１実施形態である電気暖房機１０は、筐体１１と、送風部１２と、吸気口３
２と、ヒータ１３ａを設けた加熱部１３と、温風吹き出し開口５０、ダンパー１４と、加
湿部１５と、静電霧化部１６と、霧化空気切換手段５１と、静電霧化部１６を有する霧化
風路１６ａと、加湿部１５を有する加湿部収納室３５とを連通させるバイパス風路５２、
とを主として備え、筐体１１に、吸気口３２から吸気された空気を温風吹き出し口である
第１送風口１７から送風するための第１ダクト１８と、送風部１２から送られた空気を霧
化空気吹き出し口である第２送風口１９から送風するための第２ダクト２０とを設けてい
る。ここで温風風路とは、加熱部１３のヒータ１３ａより下流の第１ダクト１８と、加湿
部収納室３５の温風と加湿温風が通る風路のことをいう。
【００２１】
　図１に示すように、筐体１１は四角形の平面状の前板２１を有する。筐体１１は前板２
１の中央部に耐熱性樹脂からなる温風吹き出し開口５０を設け、この温風吹き出し開口５
０の下側に第１送風口１７を配置し、上側に第２送風口１９を配置している。意匠性も考
慮して温風吹き出し開口５０はルーバ２４ａ、２４ｂを備え、第１送風口１７、第２送風
口１９を筐体１１の内部に備える。第１送風口の下端と第２送風口の上端は温風吹き出し
開口５０の上下端とほぼそろうように、幅方向は第１送風口１７のほうが第２送風口１９
よりも広く設けられている。
【００２２】
　第１送風口１７と第２送風口１９とは隣接して配置され、第２送風口の、幅方向のほぼ
中央位置に第２送風口１９を配している。第１送風口１７の開口面積は、第２送風口１９
の開口面積よりも大きく設定されている。なお、第１送風口１７と第２送風口１９とは隣
接して配置される必要はなく前板２１の上下に離れて配置されても良い。
【００２３】
　図２、図３、図４に示すように、筐体１１は前板２１の後方に湾曲面状の背側板２２を
有する。筐体１１は背側板２２の後部下方から電気配線コード２３を引き出している。
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【００２４】
　図５に示すように、筐体１１は上面に長円形の平面状の天板２５を有する。天板２５に
は操作部２６が設けられている。操作部２６は、例えば、強弱の運転切り替え・入切タイ
マーを有する温風機能、加湿機能、霧化機能、タイマー機能等を駆動するためのスイッチ
を設けてある。
【００２５】
　図６に示すように、送風部１２はモータ２７に有する不図示のモータ軸にブロアファン
２８を固定している。筐体１１は右方側に加湿用の貯水の水タンク２９を設置している。
【００２６】
　図７に示すように、筐体１１は、前方上部にモータ室３０を形成しており、後方上部に
ブロアファン室３１を形成している。ブロアファン室３１は背側板２２に形成された吸気
口３２を通じて外部に連通している。
【００２７】
　ブロアファン室３１は、その下方の後方側を、加熱部１３のヒータ１３ａを収納した加
熱部収納室３３に連通接続しており、その下方の前方側を、静電霧化部１６を収納した静
電霧化部収納室３４に連通接続している。
【００２８】
　加熱部収納室３３は、ダンパー１４を介して、加湿部１５を収納した加湿部収納室３５
に連通接続されている。加湿部収納室３５は第１ダクト１８に連通接続されており、第１
ダクト１８は第１送風口１７に連通接続されている。
【００２９】
　ダンパー１４は、図７中に示す水平位置の加熱専用状態において、加熱部収納室３３を
加湿部収納室３５に連通させずに第１ダクト１８にのみ連通させる。これに反して、ダン
パー１４は、図７中に仮想線で示す垂直位置の加熱加湿併用状態において、加熱部収納室
３３を加湿部収納室３５に連通させて加湿部収納室３５を第１ダクト１８に連通させる。
【００３０】
　そして、静電霧化部収納室３４は第２ダクト２０に連通接続されており、第２ダクト２
０は第２送風口１９に連通接続されている。なお、第１ダクト１８および第２ダクト２０
は、単一の送風部１２に連通接続されているが、これに代えて、第１ダクト１８へ送風す
るための第１送風部を設けるとともに第２ダクト２０へ送風するための第２送風部を第１
送風部とは独立して設けても良い。
【００３１】
　第２ダクト２０から第２送風口１９へ向けての風路の断面積は上流から下流にむかって
連続的に減少するように構成している。そして、温風吹き出し開口５０の上端と第２送風
口の上端とが正面からみてほぼ重なるよう設けてある。すなわち、この第２ダクト２０は
送風面積を温風吹き出し開口５０に向けて狭くし、風路内の霧化空気の流速が上がるよう
に構成している。
【００３２】
　静電霧化部１６は、送風部１２から送られた空気から帯電微粒子水を生成して加えるこ
とにより霧化空気とし、第２ダクト２０を通じて霧化空気を第２送風口１９から送風する
。静電霧化とは、送風部１２から送られた空気に含まれる水分を結露させて電圧を印加し
、レイリー分裂を繰り返すことで３から１００ｎｍ程度の帯電微粒子水を生成することで
ある。空気中に放出された帯電微粒子水の濃度が適切であると室内の使用者に対して肌の
保湿効果を発揮する。これは単なる加湿による湿度調整による美肌効果とは異なり、ナノ
レベルでの帯電微粒子水が空気中にある程度の濃度で存在することで生じる潤い美肌効果
である。
【００３３】
　また、図８には、図７に示した電気暖房機のバイパス風路のＣ－Ｃ断面図を示している
。（ａ）は霧化空気切換手段による第２送風口「開」状態を示す図で、（ｂ）は同霧化空
気切換手段による第２送風口「閉」状態を示す図である。静電霧化部１６を有する第２ダ
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クトの静電霧化空気の生成部より下流の霧化風路１６ａに開口部５２ａを備え、この開口
部５２ａと加湿部収納室３５の開口部５２ｂとを連通するバイパス風路５２が設けられて
いるバイパス風路５２の霧化風路１６ａ側の開口部５２ａには霧化空気切換手段５１を設
けている。霧化空気切換手段５１は、可動軸５１ａを軸として、開口部５２ａを「開」ま
たは「閉」となるように動作し、これに伴って第２送風口１９が「閉」、「開」となる。
ここで通常の加湿温風機としての使用がされる場合には、開口部５２ａが「閉」、第２送
風口１９が「開」となり、静電霧化部１６により霧化空気が生成されて、第２送風口１９
から排風される。開口部５２ａを「開」とする場合は、第２送風口１９が「閉」となり、
バイパス風路５２へ霧化空気が送風されることになる。
【００３４】
　バイパス風路５２の下流の開口部５２ｂは、加湿部１５を収納する加湿部収納室３５の
上流側の一部に設けられており、加湿部収納室３５には水槽３６を有した加湿トレイ３７
と、加湿トレイ３７の水を吸い上げるように設けられる加湿フィルタ３８が収納されてい
る。加湿部収納室３５の加湿フィルタ３８の下流を加湿風路３５ａであり、第１ダクト１
８に連通する。加湿フィルタ３８で吸い上げられる加湿用の水として常に水槽３６に一定
の水量が保たれるように水タンク２９から水が補給される構造となっている（図示せず）
。加湿トレイ３７は本体背面から後方に引き出せる引き出し構造となっており、加湿フィ
ルタ３８や水槽３６のメンテナンスはこの加湿トレイ３７を引き出して行う。
【００３５】
　このように構成された電気暖房機１０は、操作部２６の操作により温風機能と静電霧化
機能とが駆動され、送風部１２のモータ２７が運転する。そして、ブロアファン２８が回
転を開始してブロアファン室３１に負圧を発生させ、吸気口３２から空気を導入する。
【００３６】
　このとき、ダンパー１４は加熱専用状態にあり、加熱部収納室３３を加湿部収納室３５
に連通させずに第１ダクト１８にのみ連通させている。そのため、送風部１２から送給さ
れてきた空気は加熱部１３により加熱されて調温空気となり、第１ダクト１８を通じて第
１送風口１７から筐体１１の前方に放出される。
【００３７】
　同時に、送風部１２から送給されてきた空気は第２ダクト２０に送られ静電霧化部１６
により霧を加えられて霧化空気となり、霧化風路１６ａを通じて第２送風口１９から筐体
１１の前方に放出される。
【００３８】
　第１送風口１７から筐体１１の前方に放出された調温空気と第２送風口１９から筐体１
１の前方に放出された霧化空気とは、筐体１１の前方に予め定められた、使用者の暖房風
を受ける位置として想定される約１００ｃｍの位置において合流し、調温空気と霧化空気
との混合空気を室内の使用者に与えることになる。
【００３９】
　このとき、第１送風口１７が第２送風口１９の下方に設けられている。よって、第１送
風口１７から送風された調温空気を筐体１１から離れるにつれて上昇させて第２送風口１
９から送風された霧化空気と効率良く合流させることができる。
【００４０】
　また、第１送風口１７の開口面積が第２送風口１９の開口面積よりも大きく設定されて
おり、第１送風口１７から送風される調温空気の送風量と、第２送風口１９から送風され
る霧化空気の送風量との比率が適度に設定されている。
【００４１】
　次に、操作部２６の操作により温風機能と静電霧化機能に加えて加湿機能が駆動される
と、送風部１２が駆動され、ダンパー１４は加熱加湿併用状態に切換えられる。そのため
、加熱部収納室３３が加湿部収納室３５に連通し、送風部１２から送給されてきた空気は
加熱部１３により加熱されてから加湿部１５において、加湿トレイ３７の水を吸いあげた
加湿フィルタ３８に温風が吹き付けられ、加湿フィルタ３８から蒸散した水蒸気を含んだ
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温風は加湿された調温空気となり、第１ダクト１８を通じて第１送風口１７へ送風される
。同時に、送風部１２から送給されてきた空気は静電霧化部１６により霧を加えられて霧
化空気となり、第２ダクト２０を通じて第２送風口１９へ送風される。そして、温風と霧
化空気はそれぞれ温風吹き出し開口５０から筐体１１の外部へ放出される。
【００４２】
　第１送風口１７から筐体１１の前方に放出された加湿された調温空気と第２送風口１９
から筐体１１の前方に放出された霧化空気とは、筐体１１の前方に予め定められた約１０
０ｃｍの位置において合流し、加湿された調温空気と霧化空気との混合空気を室内の使用
者に与える。
【００４３】
　次に運転停止時の動作について説明する。温風機能と、静電霧化機能に加えて加湿機能
が駆動されていた場合に、操作部２６にて運転停止の操作が行われると、霧化空気切換手
段５１が駆動され、それまでの運転動作時は開口部５２ａを閉じていたものを、開口部５
２ａを開口するとともに第２送風口１９を閉じて、霧化風路１６ａとバイパス風路５２と
を連通させて霧化空気を加湿部収納室３５へ送る構成となる。ここで、加湿部収納室３５
の、温風風路が分岐されて加湿部１５にいたるまでの風路に開口部５２ｂ設けられ、加湿
を行う直前の風路に霧化空気が流入することになる。ここで、霧化空気による加湿部１５
のメンテナンスを行うモードになる。
【００４４】
　図９に静電霧化空気による加湿部１５のメンテナンスを行う際の制御フローを示す。ま
ず、ステップ１で運転停止ボタンが押下されると、ステップ２で、ヒータ１３ａへの通電
が停止される。ステップ３では霧化空気切換手段５１を駆動させて開口部５２ａを開口す
るとともに第２送風口１９を閉鎖する。ステップ４ではそれまで静電霧化空気を発生して
いればそのまま継続し、それまで停止していれば静電霧化部１６に通電して霧化空気を発
生する。ステップ５では送風部１２による送風量が通常運転時の約１／２になるようにモ
ータ２７通電を制御する。そしてステップ６において、所定時間が経過するまで、現状を
維持する。この間に、霧化空気が加湿部収納室３５へ送風されて静電霧化空気で室内が充
填されると、加湿フィルタ３８、加湿風路３５ａともに除菌、消臭されることになる。霧
化空気による除菌、消臭の機能が十分に発揮される所定時間の経過が確認されたら、ステ
ップ７にてヒータ１３ａ、静電霧化部１６、送風部１２のモータ２７への通電をすべて停
止し、運転を終了する。
【００４５】
　本第１実施形態では、霧化空気切換手段５１が開口部５２ａを「開」とした際には、霧
化風路１６ａとバイパス風路５２とを連通して霧化空気を加湿部収納室３５に送風する。
このとき、霧化空気は、送風部１２から送られた送風と合流して、加湿フィルタ３８に吹
き付けられて、加湿フィルタ３８は霧化空気が通過することにより除菌されることになる
。そして、加湿フィルタ３８への雑菌の繁殖抑制の効果が生じるので、常に清潔な加湿フ
ィルタ３８による加湿ができる。よって、菌が繁殖して加湿フィルタ３８の表面積が減少
して加湿性能が低下して十分に清潔な加湿温風を吹き出せなかったり、加湿フィルタ３８
の寿命が短くなったりすることがない。この加湿フィルタ３８を通過した送風、温風は雑
菌を含まずに室内に吹出すことができるようになる。これによって長期にわたって電気暖
房機の加湿機能を清潔な状態で使用することが可能となる。また、このとき、同時にも同
様に雑菌の繁殖抑制効果により、風路自体も長期にわたって清潔に利用できて、使用者が
加湿トレイ３７を引き出し、加湿フィルタ３８や水槽３６を手入れするという作業を高頻
度に行う必要がなくなる。
【００４６】
　また、本実施の形態においては、バイパス風路５２から送られる霧化空気は開口部５２
ｂより加湿部収納室に入るように構成されている。ここで、開口部５２ｂの位置を加熱部
１３の上流とし、そこで霧化空気を流入させるような構成も考えられるのではあるが、霧
化空気が加熱部を通過すると、ヒータ１３ａの余熱がある場合などは霧化空気中の水分子
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の破壊が生じ、霧化空気の除菌機能が低下する。よって、加熱部１３よりも下流に開口部
５２ｂを設けて加熱部１３の影響をうけにくい構成としたので、霧化空気の除菌機能が十
分に発揮されるようになる。
【００４７】
　また、本実施の形態においては、温風機能と加湿機能を駆動運転した際には、運転停止
操作時に、所定の時間、霧化空気を加湿部収納室３５に充満させることで、それまで使用
した加湿フィルタ３８と加湿風路３５ａを除菌、消臭する。これによって、使用者の加湿
フィルタ３８のメンテナンスの手間が省けるようになる。
【００４８】
　また、加湿フィルタ３８と、加湿風路３５ａの除菌、消臭を行う際には、ヒータ１３ａ
の通電を停止し、温風による霧化空気の破壊が行われないようにする。霧化空気に含まれ
るナノサイズの水分子が温風により破壊されると、除菌、消臭の効果が低減されるためで
ある。
【００４９】
　さらに、送風部１２による送風量を、通常の温風運転時よりも少なくし、本実施の形態
では半分としたことで、ヒータ１３ａの加熱を停止した後にも送風を行うために生じる冷
風の排風による不快感を低減することができ、かつ、加湿部収納室３５への霧化空気を送
風する風速を落とすことで着実に加湿収納室に滞留させて除菌、消臭の効果が確実に発揮
されるようにすることが可能となる。ここでは、送風部１２においてブロアファン２８を
駆動するモータ２７の制御において通電率を半減する制御を行っているが、これに限らず
、徐々に送風量を減らすようにきめ細かな通電制御を行い、冷風の排風による影響を少な
くするようにすることもできる。
【００５０】
　このとき、温風の温度設定が高温設定であり、ヒータ１３ａの余熱の影響がしばらく継
続する場合には、送風量の調整を次のようにすればよい。ヒータ１３ａに残留する余熱が
ある程度低下するまでは、送風量を暖房機能運転時と同様にし、その後ヒータ１３ａの温
度がある程度低下したところで送風量を半減する。このように風量制御することで、運転
停止直後には霧化空気の効果が発揮されにくい状態にはなるが、使用者にとっては、違和
感なく運転停止する。
【００５１】
　また、本実施の形態では、運転停止時に加湿部収納室３５へバイパス風路５２を連通さ
せて霧化空気を霧化風路１６ａから送風してメンテナンスを行ったが、これに限らず、運
転開始のタイミングでこの動作を行ってもよい。つまりは、図９に示す制御フローの、開
始ステップ１が運転開始操作に相当し、ステップ運転終了のステップ７が暖房運転の開始
となる。そして、ステップ２のヒータ通電停止については、加熱部のヒータ１３ａは運転
開始時には通電されていないので、通電停止状態の確認となり、ステップ４の霧化部の通
電ＯＮ確認については、静電霧化部１６の通電を開始する。ステップ５の送風量１／２に
低下の動作に変更する動作は、通常運転の送風量の１／２で運転開始となる。運転開始時
にこのように動作を行うことで、加熱部のヒータ１３ａが通電されず温まらない状態で静
電霧化空気をバイパス風路に送風するので、加湿部収納室３５に送風した際に熱の影響を
うけることがなく、効率よく静電霧化空気を加湿部収納室３５に充填できる事になる。
【００５２】
　さらには、使用積算時間と連動して定期的に行うようにしてもよいし、運転開始時間や
、運転終了時間をタイマー予約するタイマー運転機能と連動させて、運転前後で静電霧化
除菌を行うようにしてもよい。また、このような静電霧化空気による筐体１１本体内部で
の加湿部の除菌動作は、特に利用者が温風暖房機として利用しない時間を選んで任意に設
定し、自動で行うように構成することで、より利便性を向上させることもできる。
【産業上の利用可能性】
【００５３】
　以上のように、本発明の電気暖房機は、温風と静電霧化部から発生させた霧化空気の混
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とが可能となるので、静電霧化部を備えた空調機器等の用途にも適用できる。
【符号の説明】
【００５４】
　１０　　電気暖房機
　１１　　筐体
　１２　　送風部
　１３　　加熱部
　１３ａ　ヒータ
　１４　　ダンパー
　１５　　加湿部
　１６　　静電霧化部
　１６ａ　霧化風路
　１７　　第１送風口（温風吹き出し口）
　１８　　第１ダクト（温風風路）
　１９　　第２送風口（霧化空気吹き出し口）
　２０　　第２ダクト
　３２　　吸気口
　３３　　加熱部収納室
　３４　　静電霧化部収納室
　３５　　加湿部収納室（温風風路）
　３５ａ　加湿風路（温風風路）
　３８　　加湿フィルタ
　５０　　温風吹き出し開口
　５１　　霧化空気切換手段
　５２　　バイパス風路
　５２ａ　開口部
　５２ｂ　開口部
　２１　　前板
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